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巻　頭　言  

奈良県工業技術センター　技術だよりＮｏ.１２３（２００４.５） 

就任にあたって 

奈良県商工労働部長　奥 田 喜 則 

　４月１日付けで、
奈良県商工労働部
長を拝命いたしま
した奥田でござい
ます。職務の重大
さに身を引き締め、
心新たに商工労働
行政に取り組んで
まいる所存です。 

　さて、我が国経済は、４月の政府月例経済
報告において景気の現状を「着実な回復を
続けている」との見方が示されています。個
人消費は持ち直し、企業収益は改善の動き
が広がっているなど、明るい兆しが見えつ
つありますが、失業率が高水準で推移し、倒
産件数が横ばいなど依然、中小企業にとっ
て厳しい状況が続いております。 
　政府では、構造改革の一層の強化を図り、
金融・資本市場の安定及びデフレ克服を目
指し、引き続き強力かつ総合的な取組を行
うとしています。また、社会経済情勢の変化
に伴い、新たな知的財産の創造及びその効
果的な活用による付加価値の創出を基軸と
する活力ある経済社会を実現するため、集
中的かつ計画的に施策を推進するとしてお
ります。 
　県においても、平成１５年３月に科学技
術振興指針を策定し、産業技術力の強化の
ための研究開発の振興や、産研学の交流・共
同研究のしくみづくりに取り組んでおります。
とくに、（財）奈良県中小企業支援センター
と工業技術センターが一体となって支援に
あたる「なら産業活性化プラザ」を設置し、
他の公設試とも連携しながら課題解決への
支援を積極的に行っています。 
　また、中小企業支援センターに配置して

いる産研学連携コーディネータに加えて、
本年度からは新たに技術移転コーディネー
タを配置し、各公設試の部門責任者からな
るコーディネータと連携しながらニーズの
探索から研究開発、製品化・実用化まで一元
的におこなう奈良県版技術移転機関「なら
テクノ・リエゾン」を設置いたしました。 
　このシステムにより、企業が抱えている
技術課題や新製品開発に関連する技術シー
ズを有する大学や研究機関との連携に至る
セッティングがより効果的に機能すること
になり、新たな産業創出や新商品開発を通
じて、県内産業の活性化に結びつくものと
確信しております。 
　工業技術センターは、以前から技術相談や、
共同・受託研究を通じて技術移転を行い、県
の中核的な研究機関として位置づけられて
おります。これらの施策が有効に機能する
ためには、技術面の強化が必要であり、技術
革新に対応し、的確な助言・人材養成を行う
ことのできる試験研究機関の充実が必要な
ことは言うまでもありません。 
　今後も、関係機関や団体との連携を強化
しつつ、皆様の利用しやすいセンターづく
りを目指すとともに、最先端の研究成果を
産業分野における発展利用へと繋げること
ができるよう、努力してまいりますので、ご
理解・ご協力をお願いいたします。 
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3技術の相談はお気軽に工業技術センターへ　1０７４２-３３-０８１７ 

奈良県工業技術センター　技術だよりＮｏ.１２３（２００４.５） 

H16年度奈良県工業技術センターの主要事業 

県
内
企
業
の
技
術
力
向
上 

技術フォーラムの開催 
専門分野の講師を招き、話題提供、情報交換及び人的交流を行う。年8回開催する。 

科学技術体験フェスタの開催 
体験教室やセンター内施設の見学により、科学技術への関心・理解と見聞を深める。 

テクノリサーチの運営 
専門研究会を通じて、技術者同士の意見交換や情報提供を行い、技術的課題の解決やその糸口を探る。 
生分解性製品　 特産品製品　 電子・情報技術　 デザイン技術　 光触媒 

地域コンソーシアム研究開発事業 
実用化を目標にした研究開発テーマで、国（経産省・文科省等）の公募型研究開発事業に共同研究体制
（産学官）でもって応募する。 

IPv6対応型小型ネットワークサーバ開発成果普及事業 
H14～15年に開発した次世代IPv6 対応型ネットワークサーバの成果普及・発表会等を開催する。 

環境低負荷型機械加工液の開発研究 
金属成分の溶出を抑制した独自性のある環境低負荷型機械加工液を県内企業と開発する。 

受託・共同研究開発 
県内企業から委託された研究や共同研究にて技術課題の解決を図る。 

基本研究 
研究開発評価制度に基づいて採択された研究開発テーマを実施、技術シーズの蓄積を図る。 

ものづくりオープンラボ事業 
研究課題を有する企業の技術者を受け入れ、センター設備を使用し、センター職員の技術的支援のも
とその解決を図り、実用化・商品化を図る。その成果は企業独自の知見となる。 

小規模企業巡回指導事業 
職員が直接企業へ訪問し、技術相談や支援を行う。 

皮革産業支援事業 
代表的な地場産業である皮革産業界の活性化を図るため、業界の技術的諸問題の解決を行う。 

依頼試験・設備開放 
企業から依頼された分析・評価及び強度試験やセンター保有設備の企業への貸与を行う。 

研究開発成果の普及事業 
職員が知り得た研究成果の公開・発表や新規導入設置機器の紹介を行う。 

環境マネジメントシステム認証取得と企業支援 
ISO14001の認証取得を目指す企業・研究機関への助言・支援を行う。 

技術アドバイザー派遣 

研究者養成研修事業 
県内企業の技術者を受け入れ、研究現場で研修を実施する。　 繊維製品高機能化技術　 プラス
チック・ゴム製品の最適設計技術　 皮革製品品質管理技術　 食品高度化技術　 電子・情報技術 

研究型エンジニア養成 
H12年度ものづくり通信情報技術融合化支援センター整備事業に係る技術者の研修を行う。 

児童・生徒発明くふう展の開催 
青少年の発明・工夫への創作意欲の向上を図る。 

職員の大学等への派遣 

知的所有権センターの運営 
工業所有権の情報提供・IPDLによる検索・流通等に関する相談・啓発及び啓蒙を行う。 

オンラインによる技術情報の収集・提供 
インターネットや科学技術情報（JOIS）による技術情報の収集・提供を行う。 

研究報告・業務報告や技術だより等の発行とITによるセンター業務紹介 

計量法による適正計量の推進と計量思想の普及・啓発及び啓蒙 
計量法に基づく計量器の適性検定・検査とその関連業界への計量思想の普及・啓発及び啓蒙を行う。 

技術交流の促進 

研究開発の強化・拡充 

人材養成推進・充実 

情報提供の充実 

適正計量の推進・啓発 

技術支援の充実 
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総 務 課  

企画・交流支援部門 

特許公報室 

計量検定室 

工業技術部門 

奈良県工業技術センター　技術だよりＮｏ.１２３（２００４.５） 
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奈良県工業技術センター　技術だよりＮｏ.１２３（２００４.５） 

5

ア ラ カ ル ト  

特許情報活用支援アドバイザーの業務紹介 

技術の相談はお気軽に工業技術センターへ　1０７４２-３３-０８１７ 

特許情報活用支援アドバイザー　島本　勇治 

◆奈良県知的所有権センター内での先行技術
調査、権利情報調査等の調査方法の相談 
　　インターネットを通じて無料で利用で
きるデータベースである特許電子図書館
を用いた特許情報の調査方法、アドバイ
ス等。 
　　奈良県知的所有権センターは、なら産
業活性化プラザ「奈良市柏木町129-1」内
にあります。 

◆出張相談（直接訪問してのアドバイス） 
ご希望の方は、奈良県知的所有権センター 
℡　０７４２－３３－０８６３ 
特許情報活用支援アドバイザー　島本勇治
（または木本、石戸）までお申し込み下さい。 
◆説明会（今後開催予定） 
◆大和高田商工会議所における 
　特許電子図書館情報検索相談会 
大和高田商工会議所「大和高田市大中106-2」
　第２・第４火曜日（午後１時～４時まで） 

　奈良県知的所有権センターは、発明の奨励を図るとともに、知的所有権に関すること・特許情
報活用に関する支援など行っています。 
 
　特許情報活用支援アドバイザーは、各都道府県の知的所有権センター等に所属し、中小・ベン
チャー企業等の方々の特許情報活用について支援活動を行います。なら産業活性化プラザ内に
あります奈良県知的所有権センターにおきましても、特許情報活用支援アドバイザーは下記の
項目に取り組んでいます。特許情報に関することがありましたら是非ご連絡をお願いします。 

平成１６年度奈良県中小企業技術開発促進補助金に係る 
「技術開発計画」の追加募集について 

◆　補助対象となる計画 
　県内の中小企業者等が、県内で自ら実
施する著しい新規性のある研究開発で、
平成１６年７月以降に着手し、平成１７
年２月末までに完了する具体的な計画 
◆　補助対象経費 
　・研究及び試作用の原材料 
　・研究開発専用の機械装置費 
　・技術指導受入費　　　　　等 
◆　補助率等 
　補助対象経費の２／３以内で、原則と
して１企業１００万円から１,０００万円
程度 

　研究開発内容によっては、別途「創造活
動促進法」の認定が必要になる場合あり 
◆　計画書の受付期間及び問合せ先 
　・受付期間　平成16年5月11日(火)～ 

5月20日(木)午後5時 
　・問合せ先　奈良県商工労働部中小企業課 
　　〒630―8501奈良市登大路町30番地 
　　℡　０７４２－２７－８８０６ 
※ 国の承認等の関係で、必ずしも７月から
研究開発に着手できるとは限りません。 

※ 今回の募集は臨時的なものであり、通常
追加募集は行っていません。 

　奈良県では、著しい新規性のある技術開発を支援するため、平成１６年度の「奈良県中小企業
技術開発促進補助金」の対象となる技術開発計画を追加募集します。 

http://www.pref.nara.jp/chusyo/kougyou/gijutu_bosyuyoukou.html
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6

日本酒をベースとしたリキュールの開発 

技術の相談はお気軽に工業技術センターへ　1０７４２-３３-０８１７ 

ト ピ ッ ク ス  

はじめに 
 
　清酒発祥の地、奈良県には現在４７の酒
造場があり、近畿では酒処である兵庫県、京
都府に次ぐ数です。また全国の新酒鑑評会
では金賞を受賞する酒造場の数も多く、酒
質の優れた日本酒を製造しています。 
　しかし、食生活や嗜好の変化、景気の低迷
など社会的状況の変化に伴い、近年、日本酒
の消費量は半減しています。本県において
もその影響がでています。 
　このような状況の中、当センターでは、酒
造メーカーの相談や要請を受けて、日本酒
を使った新しいテイストのアルコール飲料
の開発と商品化に取り組んできました。 
 
商品化されたリキュール 
　当センターで手掛け、商品化に成功した
リキュールを紹介します。 
　日本酒をベースとし、県産の農産物（ショ
ウガ・あすかルビー・大和茶・ぼけ）を使用
しています。それぞれ、原材料の特徴を活か
して、低アルコールタイプのリキュールと
して商品化したものです。 
①発泡性 
アルコール飲料 
「雷来」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　ビールサーバーを利用して炭酸ガスを封
入し、隠し味としてショウガエキスを入れ
ています。それにより、清酒のクセが低減さ
れ、爽やかな喉ごしのリキュールになりま
した。 

　ショウガエキスと炭酸ガスは、引き締ま
った感覚を与えるため、食事を選ばず、和・洋・
中どんな料理にも合わせられる万能選手と
なっています。 
②いちごのお酒 
　「飛鳥るびー」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　あすかルビーは、奈良県農業技術センタ
ーが開発したイチゴで、果実が大きく、甘く、
色が良いという特徴があります。 
　これを醸造用アルコール（いわゆる焼酎）で、
色や香り、エキス分を抽出。調合時に、日本酒・
糖類等で味のバランスを調え、アルコール
分８％のイチゴの風味豊かな軽い口当たり
のリキュールができました。特に、女性に好
評です。 
③大和茶のリキュール 
 
◎ピンク系 
　　　「雷来スイート」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　当センターが開発しました、茶の成分「カ
テキン」に電磁波を当て、赤く発色させる技
術とビールサーバーを利用して炭酸ガスを

奈良県工業技術センター　技術だよりＮｏ.１２３（２００４.５） 

食品・毛皮革技術チーム　清水浩美 
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封入する技術をミックスして商品化したピ
ンク色の発泡性アルコール飲料です。 
　お茶特有の渋みを持ち、それが炭酸とう
まく調和して大人向けの味わいに仕上がっ
ています。食前酒として、また、食中酒とし
て楽しめるお酒です。 
◎緑系 
　「大和ちゃちゃ」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　大和茶の風味を生かしたきれいな緑色の
リキュールです。 
　この鮮やかな緑色は、人工ではなく、大和
茶の美しさそのもので、茶の緑色の成分「ク
ロロフィル」の抽出に工夫があります。 
　こちらにも渋みがありますが、糖類等で
調味することによりアルコールとうまくマ
ッチし、さっぱりとした大和茶の風味豊か
なリキュールになりました。 
 
④木瓜（ぼけ）の実を原料としたリキュール 
「ぼけ酒」　 

　（写真は本誌表紙参照） 
　春に咲く木瓜の花はご存じの方が多くても、
それが秋にこぶし大の実を付けることはあ
まり知られていません。 
　ボケは、バラ科の木で、果実は薬用として
疲労回復に用いられていました。カリンに
よく似た薫り高い実は、果実酒として梅酒
に勝るという意見があるほどです。 
　この実を焼酎に漬け、エキスを抽出した後、
日本酒とブレンドし調味したものです。日
本酒の旨味とボケの風味が調和したリキュ
ールです。 
 
⑤ブルーベリーのリキュール 
　「大和高原ベリー」 

　（写真は本誌表紙参照） 
　奈良県宇陀郡室生村で栽培されたブルー

ベリーを原料として、焼酎と日本酒の混合
液に漬け込み、調味してできたものです。 
　果糖の甘味が爽やかで、ポリフェノール
の渋みもあります。ブルーベリーに含まれ
るアントシアニンの色が非常に美しく、ま
るで赤ワインのようです。 
 
 
おわりに 
　いずれのリキュールも、日本酒をベース
としているにもかかわらず、低アルコール
で飲みやすく、それぞれ、原材料の持ち味を
活かしたフルーティなお酒になっています。
すこしシャレたガラスのグラスに注いで、
五感を働かせて楽しんでいただきたいお酒
です。 
　色・香り・味・のどごしが今までのお酒と
ちょっと違うことに気づいていただけたら・・・。 
冷やしてストレートでよし、ロックでよし、
変わったところでは、カクテルのように別
のお酒と合わせたり、冷凍庫で凍らせてシ
ャーベット状にしてみてはいかがでしょうか。 
自分流の楽しみ方を発見する喜びが生まれ
そうなニュータイプです。 
　今後も、日本酒の人気回復・消費拡大に少
しでも貢献できるよう、また、日本酒に親し
みの少ない女性や若者に、おしゃれで健康
的なイメージを持ってもらえるようなリキ
ュールや新しいお酒の開発を目指し、研究・
技術指導を進めていきたいと考えています。 
　なお、これらはいずれも商品化と同時に
マスコミに取り上げられましたことを補足
させていただきます。 
 
ことば：リキュールとは、一般には、蒸留酒に果実・
香草・薬草などのフレーバーを加え、砂糖やシロ
ップなどの糖分や着色料を添加して作った酒の
総称です。 
　国によって定義が違いますが、日本の酒税法で
は、酒類と糖類その他の物品（酒類を含む。）を原
料とした酒類でエキス分が２度以上のもの（ただ
し、清酒、合成清酒、焼酎、みりん、ビール、果実酒、
ウイスキー類、発泡酒に該当するものを除く）と
なっています。 
 

奈良県工業技術センター　技術だよりＮｏ.１２３（２００４.５） 
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平成１６年５月１０日発行　 

奈良県工業技術センター　技術だよりＮｏ.１２３（２００４.５） 

平成１６年度技術フォーラムのご案内 

平成16年度技術フォーラム参加申込書 

　参加費は 無料 です。奮ってご参加ください。 
　申込は、下記申込書、またはＥメールでお願いします。なおEメールの方は、参加日、事業所名、所
在地、出席者氏名、電話番号、ＦＡＸ番号、メールアドレスをご記入の上、前日までに お申し込みくだ
さい。 
【申込み・問い合わせ先】奈良県工業技術センター　企画・交流支援チーム　担当：西岡、吉村まで　 

　TEL:0742-33-0817（代）　FAX:0742-34-6705　　E-mail: kikaku@niit.pref.nara.jp 
【開催場所】奈良市柏木町129-1（地図はhttp://www.niit.pref.nara.jp/map.html） 
　　　　　　なら産業活性化プラザ内　奈良県工業技術センター　イベントホール 

●第１回「最近の新エネルギー技術 －燃料電池とコージェネレーションシステム－」 
　地球温暖化防止を推進するための最近の新エネルギー技術として、特に燃料電池とコージェネレ
ーションシステムが注目をあびています。 
　これらの新エネルギー技術は、今後の地球温暖化防止対策技術として必要不可欠なエネルギー技
術でもあり、近年、急激な技術開発や導入が進んでいます。 
　これらの新エネルギー技術に関して、その動作原理、種類および特徴等の基本的なことから実用面・
実用例までを分かり易く解説致します。その中でも特に、企業・家庭に設置タイプの燃料電池とそのほ
かの分散型コージェネレーションシステムに関して、導入事例を交えて最新の情報を紹介致します。 
【日時】平成１６年６月３日（木）　１４：００～１６：００ 
【講師】奈良県技術アドバイザー　近畿環境管理(株)専務取締役　阪元 勇輝 氏（工学博士） 

●第２回「食品に含まれる機能性成分を利用した機能性食品の開発」 
　食品中には、糖質、脂質、たんぱく質、ビタミン、ミネラルなど既知の栄養素の他に、生理・薬
理機能をもつ物質（機能性成分）が多数存在することが知られています。この中から、カテキン、
カプサイシン、βグルカン等をはじめとする食品に含まれる機能性成分を利用した機能性食品の開
発につい概説します。また、新しい機能性成分探索の現状についても紹介する予定です。 
【日時】平成１６年６月２３日（水）　１４：００～１６：００ 
【講師】近畿大学農学部食品栄養学科　講師　白坂　憲章　氏 

（ＦＡＸ送信票） 

FAX宛先: 0742-34-6705　奈良県工業技術センター　企画・交流支援チーム　西岡、吉村 宛 

（備考）環境への配慮から、当日は出来るだけ公共交通機関をご利用ください。 
参加者証は発行しておりません。 
 

参 加 日  

事業所名 

所 在 地  

 

出席者名 

T E L  

F A X  

E - m a i l

キリトリ 

□ 6月3日（第１回）　・　□ 6月23日（第2回） 
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